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33． 膝関節 前後方向動揺性 と

各種理 学 テ ス トとの 関係 に っ い て

膝関 節動揺性

理学テ ス ト

前 後方 向移動 量
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RELATION　BETWEEN　THE　KNEE　工NSTABILITY 　菖ND　DRTHOPAEDIC　TESTS

　　　　臼木 　仁、鈴 木 茂蜜、町田　望 （名 城 大学 ）

　　　 宮永　豊、福林　徹、柵木 聖也 1筑波大学 ）、　阪 本孝男 （中 京女 子 大学 ）

　　　 mt 〔｝shi 　Shiraki，Shigehiro　Su2uki ，
Nozo 皿u　歴atida （heijyo 　Univ ▼）

　　　　Yutaka　Miyanaga ，roru　Fukubayashi，Seiya　｝喧asegi （Vniv．　o 至　Tsukuba）
　　　　rakao 　 Sakamato （Cluky。u　 Women

’

S　 Univ．）

鬮 ・ ・ 前後方向動揺 臓 ・

藻 鷸墓剪鬻舞轢 齶 嬲豐；瀚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と　われ る 。 っ ぎに 、 ラ ッ クマ ン

　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　 評価値 と膝関節 角度 30 度の 前方 移動量 と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と　評　値が 2 と 3 の 前方移動量 と の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 が 　め 　れ た。さ ら に、前方 引 出 し チ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 価値 と膝関節角度 90 度の 前方移動量 と の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 価　が 1 と 2 及び 2 と 3 の 前方移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 有 　な　が 認 め ら れ た 。 以 上 よ り、ラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 節の 前方 の 移動量の 違 い を判別 す る こ とが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 バ ス ケ ヅ トボール、競

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し、膝の 動揺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 っ 　 て検　し て 以下 の 結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 角度 30 度の 　方 移動量に 対し 有意 な相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　 ッ ク マ 　　 ス

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 （　　　　 0）

は、 3 点、＋ ＋ （柔 り か い ） は 、 4 点 と した 。 さ ら

に、全 身の 柔軟性 と の 関係を見 る ため に関節柔軟性

テ ス．ト （7 種 目 ） も実施 し た。得 ら れ た データ より、

膝関 節動揺 性 と 各種 理 学 テ ス トとの 関係を検討 し たe

　 〈．3 ．結果お よび 考察 〉 （表 1参 照 ） 膝関節 角度

30 度 の 前方移動量 に 対 し最 も相関係数の 高 か っ た

理 学 テ ス トは、ラ ・
ソ ク マ ン テ ス ト （ r ＝ O．476） で 、

膝関節 角度 90 度の 前方 移動 量 に 対 し最も 相 関係数

の 高か っ た理 学 テ ス トは、前 方 引出 しテ ス ト （r ＝

0．4i32） であ っ た 。 こ れ は、ラ ッ ク マ ン テ ス トは膝

関節 を軽 度屈曲 し た状態 で 行な い 、一一方、前方 引出

し テ ス トは、膝関 節 を 直角 に し て 行な う た め に 理 学

外反ス トレス

（膝関節 角度 0
’

）

外反 ス トレス

（膝関節角度3 ぴ ）

内反 ス トレス

（膝関節角度0
°

）

内反ス トレス

（膝関節角度30 °
　〉

前方引出しテス ト

後方引出しテス ト

ラッ クマ ン テス ト

膝蓋骨動揺性テ ス ト

関節柔軟性テス ト

0 ．2490

．3610

，2240

、420 ＊

O ，3040
．476 ＊

0 ．2130
。430 ＊

O ，3150

．2180

，393 ＊

O ，417 ＊

O ．482 ＊

0 ，3150
，3440
．3140
．373 ＊

＊ ： O ．1 ％水準で有意である相関係数
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